
第１号様式（第６条関係） 

 （表） 

平成２７年１０月１６日 

地域みんなでまちづくり会議活動報告書 

 

  地域みんなでまちづくり会議の内容について次のとおり報告します。 

地 区 名 第一小学校通学区域 報告者氏名 加藤 秀郎 

開催日時 平成２７年１０月１５日（木） 午後７時００分から８時２３分まで 

会  場 さくらホール(市民会館) 展示室 

参 加 者 

市長の出席（有・無） 市民１９名、地域担当職員３名 

合計２２名（うち男性１８名 女性４名） 

事務局３名 

（議題等） 

① 第一小学校通学区域 地域みんなでまちづくり会議規約の制定について 

② 会長及び副会長の選出について 

③ 課題の抽出について（意見交換会） 

④ その他 

 ⑴ 次回の検討事項について 

 ⑵ 次回の開催日について 

（会議の内容） 

① 「第一小学校通学区域 地域みんなでまちづくり会議規約」が原案のとおり採択された。 

② 会長：岡本皓夫氏、副会長：小泉亨氏、高橋尚己氏に決定した。 

③ 課題の抽出について（意見交換会） 

・ 自治会の加入者が減少し、勧誘はするも加入してくれない。また、役員を受けるのを 

嫌がる人も多くなっているなど、つぶれる不安がある。 

・ 自治会加入へのメリットを聞かれるが、噂でメリットがないとの伝聞があるようである。 

・ 住みやすい地域であり、今のままで良いとは思っている。 

 メリットを考えるのであれば、子供たちとの関係で親と連携することではないか。 

・ いろいろな会議等があるが連携がない。幼保、小、中との連携で何かができると思う。 

・ 自治会未加入でもどこかで活動につながっている。それを見えるようにできないか。 

・ 自治会員は消防、防犯、安協の活動に協力、貢献している、未加入者への憤りがある。 

・ ＰＴＡとして道路等安全点検を教育委員会等との協力で実施した。今後も継続していく。 

 子供が大人になったとき、今より住みにくくならないよう、何か方策を考える必要がある。 

・ 青少対でも親とのかかわりが少ない、廃品回収などで地域との連携協力が欠かせない。 

 一定規模の住宅開発ではｺﾐｭﾆﾃｨが形成されているが、溶け込めない人もいるようだ。 

・ 園庭開放などで地域交流を図っている。悩み相談なども受けている。余った給食を 

 知り合いの独居老人等へ届けているが、拡げていくには個人情報もあるので難しい。 

・ ミカン狩り、芋ほりなどで地域と交流できている。卒園の半数が一小に行くので、 

 （日本工業規格Ａ列４番） 



     （裏） 

連携をしており、顔の見える関係性に努めている。 

・ 回覧板以外で、迅速に情報（犯罪等）を伝達する手段が必要ではないか。 

・ 回覧板は自治会での情報伝達手段であるが、自治会員以外へは情報提供できない。 

 会員以外も含め情報提供できる手段が必要ではないか。 

・ 事務局「すでに活動が進んでいる三小、八小、二小及び九小の状況報告」 

④⑴ 改めて地域の検討課題を話し合う。 

⑵ 平成２８年１月２５日（月）（午後７時から） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他） 

・ 市長挨拶 

 第１回会議の開催に先立ち、市長から冒頭の挨拶。 

 「地域みんなでまちづくり会議の発足経過」 

 「東日本大震災での地域連携の重要性の再認識」 

 

 

 

 

 

（次回予定） 

日  時  平成２８年１月２５日（月） 午後７時から 

会  場  未定 

議 題 等  地域の検討課題を話し合う。 

 

（地域担当職員） （協働推進課 ） （協働推進課処理欄） 

班員 副班長 班長 担当 主査 課長 

      

 


